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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年10月16日(2008.10.16)

【公開番号】特開2002-175144(P2002-175144A)
【公開日】平成14年6月21日(2002.6.21)
【出願番号】特願2001-278944(P2001-278944)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月29日(2008.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透光性のボタンと、該ボタンの下部に設けられた画素部と、該画素部の駆動を制御する
駆動回路とを有する操作キーが、複数設けられた電子装置であって、
　前記画素部及び前記駆動回路は、全て同一基板上に形成されていることを特徴とする電
子装置。
【請求項２】
　請求項１において、前記操作キーにより前記電子装置に入力される記号が、前記画素部
に表示されることを特徴とする電子装置。
【請求項３】
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　請求項１において、前記操作キーにより前記電子装置に入力される記号が、前記画素部
に表示され、
　前記画素部に表示される記号の向きが切り替わることを特徴とする電子装置。
【請求項４】
　表示部が設けられた第１のパネルと、操作キーが複数設けられた第２のパネルとを有す
る電子装置であって、
　前記第１のパネルと前記第２のパネルは連結されており、
　前記操作キーは、透光性のボタンと、該ボタンの下部に設けられた画素部と、前記画素
部の駆動を制御する駆動回路とを有し、
　前記画素部及び前記駆動回路は、全て同一基板上に形成されていることを特徴とする電
子装置。
【請求項５】
　請求項４において、前記操作キーにより前記電子装置に入力される記号が、前記画素部
に表示されることを特徴とする電子装置。
【請求項６】
　請求項４において、前記操作キーにより前記電子装置に入力される記号が、前記画素部
に表示され、
　前記画素部に表示される記号の向きが切り替わることを特徴とする電子装置。
【請求項７】
　複数の操作キーと、コントローラーと、メモリーとが設けられた電子装置であって、
　前記複数の操作キーは、透光性のボタンと、該ボタンの下部に設けられた画素部と、該
画素部の駆動を制御する駆動回路とをそれぞれ有し、
　前記複数の操作キーが有する全ての前記画素部及び前記駆動回路は、同一基板上に形成
されていることを特徴とする電子装置。
【請求項８】
　請求項７において、前記画素部には、前記操作キーにより前記電子装置に入力される記
号が表示され、
　前記メモリーには、前記記号の向きが異なる２つの画像情報が記憶されており、
　前記コントローラーによって選択された前記２つの画像情報のいずれかが前記メモリー
から読み出されることで、前記画素部に表示される記号の向きが切り替わることを特徴と
する電子装置。
【請求項９】
　請求項７において、前記メモリーには、前記操作キーにより前記電子装置に入力される
記号の画像情報が、複数記憶されており、
　前記コントローラーによって選択された前記複数の画像情報のいずれか１つが前記メモ
リーから読み出され、前記画素部に前記記号が表示されることを特徴とする電子装置。
【請求項１０】
　請求項７乃至請求項９のいずれか一において、前記コントローラー及び前記メモリーは
前記基板上に形成されていることを特徴とする電子装置。
【請求項１１】
　請求項７乃至請求項１０のいずれか一において、前記メモリーはフラッシュメモリーま
たはマスクＲＯＭであることを特徴とする電子装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至請求項１１のいずれか一において、前記透光性のボタンと、前記画素部の
あいだに、ダイヤフラムが形成されていることを特徴とする電子装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至請求項１２のいずれか一において、前記画素部はＥＬ素子を有する複数の
画素を備えていることを特徴とする電子装置。
【請求項１４】
　請求項１３において、前記ＥＬ素子は三重項励起子で発光する化合物を含むことを特徴
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とする電子装置。
【請求項１５】
　請求項１乃至請求項１４のいずれか一において、前記記号は、文字、数字または絵文字
を含むことを特徴とする電子装置。
【請求項１６】
　請求項１乃至請求項１５のいずれか一において、前記電子装置は電話として機能する電
子装置。
【請求項１７】
　請求項１乃至請求項１５のいずれか一において、前記電子装置は、キーボードであるこ
とを特徴とする電子装置。
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